
交通の流れを確保す
るため、美々南通な
どの市道を整備して
いるほか、国道 36 号
に接続するこ線橋の
建設を進めている。

道路の整備

来年 4 月からのパイロットラ
イン稼働に間に合うよう水道管
を、また量産ライン稼働にあわ
せ汚水圧送管を整備している。

上下水道の整備

現
状
、
ラ
ピ
ダ
ス
社
が
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
、
資
金
面
が
妨
げ
と
な
っ
て
事
業
が
で
き
な
い
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
国
か
ら
予
算
を
投

入
し
研
究
開
発
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
補
助
金
以
外
に
も
、
例
え
ば
税
金
の
控
除
、
出

資
や
信
用
保
証
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
考
え
ら

れ
る
。
経
済
産
業
省
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
省
庁
と
一

緒
に
何
が
ベ
ス
ト
か
議
論
を
進
め
て
、
案
が
で
き
た

段
階
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

今
後
、
政
府
と
し
て
半
導
体
産
業
へ

の
支
援
を
ど
う
行
っ
て
い
く
か
。

Ｑこ
の
千
歳
市
で
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
新
し
い
モ

デ
ル
づ
く
り
を
や
り
た
い
。
具
体
的
に
は
、
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
自
動
運
転
の
バ
ス
。
遅
延
の
な
い
自

動
運
転
の
実
現
に
向
け
、
新
し
い
技
術
を
活
用
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
。
公
立
千
歳
科
学
技
術

大
学
と
は
、
弊
社
の
社
員
が
人
材
育
成
の
た
め
の
講

義
を
し
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
見
え
る
化
に
よ
っ
て
人
々

の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
研
究
も
一
緒
に
進
め
て
い

る
。

社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
、
千
歳
市

で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
う
か
。

Ｑ
規
制
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
使
用
し
た

り
、
排
水
と
し
て
流
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
る
か
。
ま
た
地
震
な
ど
の

災
害
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
。

出張者の増加によって、
オンシーズンには市内の
宿泊施設が９割以上の稼
働率となり、人手不足も
あって非常に受け入れが
厳しい状況。しかし新た
に市街地に複数のホテル
の建設計画が進んでお
り、受け入れが拡大する。

千
歳
市 

次
世
代
半
導
体
拠
点
推
進
室

森 

周
一　
室
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

工
藤 

晶
子　
副
社
長

Ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｄ
ｕ
ｓ
（
株
）

清
水 

敦
男　
専
務

現在地半導体
プロジェクトの

市内の宿泊施設は
もっと充実する

市は８月 22 日に「次世代半導体プロジェクト説明会」を開催。
識者４人が半導体産業の最新の動向について講演を行いました。
本記事では、講演の内容をダイジェストでお届けします。

新しい技術によって 2030
年またはそれ以降の世界
がどうなるのか、想像を
膨らませていきたい。

新しい技術が
もたらす未来

体内の状況をデータベー
ス化し、AI を活用した
治療とリスクの予測がで
きる。本人の健康データ
から必要とされる栄養素
を把握し、一人一人に合
わせたサプリメントを作
ることが可能となる。

高品質で遅延のない通信
が実現し、より高度な自
動運転が可能となる。バ
スやタクシーだけでな
く、長距離トラック輸送
など、労働力不足問題の
解消にも期待。

宇宙から撮影したデータ
をデータセンターに蓄積。
能登半島地震では、道路
が寸断され支援物資が届
けられない状況であった
が、宇宙からのデータを
組み合わせて最適ルート
を把握することで、被災
地の孤立化を防ぐ。

発電所からの送電時の
エネルギーロスや災害
時の電力供給停止のリ
スクに備え、再生可能
エネルギーを分散して
発電、調達、余った電
力を地域間で融通する
ことで、安定的に電力
を供給する。

医療

交通
防災

脱炭素
NTT が注目しているのは、機
器内部の電子回路を光と組み
合わせる光電融合技術。これ
により 100 倍の電力効率、つ
まり 100 分の 1 の電気使用量
を実現する。最先端の光技術
を使い、豊かな社会を創るた
めの構想を、我々は IOWN（ア
イオン）構想と呼んでいる。

“IOWN”
NTTがめざす

生活を豊かにするための
AI は、多くの消費電力
を伴う。それを抑えるこ
とが普及のカギ。手段の
一つは、半導体の微細化。
次に、半導体の専用化。
最後に、パッケージング
技術。我々は、これらを
すべて実現し、世界のエ
ネルギー問題を解決する
とともに、世の中のため
になる技術開発を進めて
いきたい。

抑え生活を豊かに
する半導体

我々の会社の魅力は、ス
ピード。自社で先端パッ
ケージまで担うことによ
り、非常に短い時間で提
供するのが我々の市場に
対する訴求ポイントだ。

ラピダス社製品の
セールスポイント 工事を進めるにあたっ

て、渋滞問題を起こさな
いよう、工事車両の運行
の平準化、左折優先の運
行ルート設定のほか、作
業員用のシャトルバスを
運行し、自家用車両の乗
り入れを禁止する取り組
みをしている。

渋滞緩和対策
PFAS のうち、規制され
ている３つの物質（PFOS、
PFOA、PFHxS） を 含 ん
だ半導体の生産材料は、
使用しない。

規制物質の不使用

半導体製造は水を大量に
使うが、使い捨てではな
く工場の中で何度も再利
用する。排水するときは、
工場内で浄化したのち、
水質をモニタリングして
から市の公共下水道へ流
す。この施設に不具合が
生じても、巨大なプール
を備え、排水を貯める。

排水について

世界中の人が行きたいと
思 う 場 所 で あ る こ と。
我々が作ろうとしている
のは Made in JAPAN で
あって、Made in 北海道。
我々や我々の子どもたち
の生活を豊かにするため
のキーとなる半導体を千
歳で作りたい。

北海道を選んだ理由

NTT Com
工藤副社長

ラピダス社
清水専務

経済産業省
清水室長

地
域
活
性
化
の
た
め
の

新
し
い
モ
デ
ル
づ
く
り
を

排
水
、耐
震
と
も
に

万
全
の
対
策
を
行
う

補
助
金
以
外
の
支
援
も

議
論
を
進
め
る

Rapidus

千歳市

NTT
コミュニケーションズ

Ｑ

日本の半導体産業は、こ
こ 30 年の間にシェアを
大きく落としている。そ
の要因の一つは、製造と
設計部門の分離が遅れ、
各分野に十分な投資を
行ってこなかったこと。
もう一つは、我が国はバ
ブル崩壊後の不況で国内
企業のビジネスが縮小し
ていったのに対し、韓国、
台湾、中国は政府レベル
で税制、インフラ、補助
金などの大規模な支援を
してきたこと。

経
済
産
業
省 
商
務
情
報
政
策
局

情
報
産
業
課 
デ
バ
イ
ス
・
半
導
体
戦
略
室

清
水 

英
路　
室
長

日本の半導体産業は
なぜ衰退したか

2027 年の量産開始に向
けた資金確保のため、銀
行から融資を受けられる
よう、国が保証をするな
どの取り組みの検討を進
める。このための法案を
早期に国会に提出する。
総理からも必要な財源を
確保し、研究開発や量産
に向けた支援をすると表
明したところである。

政府による支援
人材育成のため、高専に
おける半導体カリキュラ
ムの実施、大学インター
ンシップの強化などに取
り組んでいる。北海道大
学では「半導体拠点形成
推進本部」を学内に設置
し、ラピダス社や東北大
学との連携協定を結び、
教育・研究や人材育成の
分野で連携している。

人材育成

TSMC 社（台湾）が立地
した熊本のような、関連
企業の集積化を北海道で
も実現したい。物流拠点
をはじめ、工場周辺で用
地取得が相次いでいる。
海外の企業でも、imec
や ASML といった半導
体関連企業が北海道に拠
点設立を検討している。

企業の集積化

経済産業省

説明会の模様は、
９月中にホームページで
配信予定です。

Ｑ
＆

A

識
者
へ
の

把握しているだけでも約
30 社が市内にオフィス
を立地する準備を進めて
おり、新たなオフィスビ
ルの建設も進んでいる。
今後ラピダス社などの社
員の転入が始まる中、住
居については市街地の空
き物件が不足していた
が、 来 春 に 向 け 700 ～
800 室ほど、マンション
の建築確認申請が提出さ
れている。ある程度、需
要を吸収できると思う。

マンションの
新築が進んでいる

昨年の 4 月からの半導体
製造装置メーカー、材料
メーカーへのヒアリング
によると、ラピダス社の
近接地や千歳駅周辺にオ
フィスや倉庫を開設する
ニーズがある。ほかにも
付近に社員の住居、出張
者用のホテル、飲食店や
商業施設が欲しいという
ニーズがある。

将来のまちの姿を描く
「（仮称）将来ビジョン」
の素案を、９月に公表し
たい。

関連企業からの

将来ビジョン

ニーズ

AI が個人の特性を理解し、
一人一人のレベルに合わせた
問題を作成。デジタル上の先
生が生徒と 1 対 1 でコミュ
ニケーションをとることで、
学習の深化と生徒の学習意欲
向上にも貢献できる。

教育

今月の焦点

ラ
ピ
ダ
ス
社
の
立
地
に
伴
い
工
業
団
地
の
拡
大
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
都
市
計
画
変
更
は
間
違
い

な
く
必
要
。
一
方
で
、
工
業
団
地
の
み
な
ら
ず
中
心

市
街
地
で
も
民
間
投
資
が
活
発
化
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
投
資
が
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
合
う
も

の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
見
直
し
を
検
討
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都
市
計
画
に
お
け
る
用
途
地
域
の

変
更
な
ど
の
予
定
は
あ
る
か
。

Ｑ
千歳市
森室長

民
間
投
資
の
活
発
化
で

さ
ら
な
る
見
直
し
も

エネルギー消費を
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半
導
体
の
精
緻
な
加
工
に
必
要
な
材
料
で
あ
る
フ
ォ

ト
レ
ジ
ス
ト
に
、
規
制
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
使
用
さ
れ

て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
、
メ
ー
カ
ー
の
研
究

開
発
の
粋
を
集
め
た
製
品
の
中
身
を
す
べ
て
明
か
し

て
も
ら
う
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
規
制
外
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
物

質
を
工
場
か
ら
排
水
と
し
て
出
す
前
に
有
機
物
を
吸

着
す
る
処
理
を
行
う
の
で
、
工
場
か
ら
外
に
出
る
こ

と
は
ほ
ぼ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
地
震
対
策
と
し
て

は
、
震
度
６
ク
ラ
ス
の
地
震
が
来
て
も
、
製
造
設
備

が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
免
震
機

構
を
備
え
て
い
る
。


